
＜ 夏の水辺公園で生きもの探検！ ～その１．トンボ ＞

暑さ厳しい７/６、ひたち野うしく小３年生は、水辺公園で夏の生きもの探検をしました。今回の観察
あつ きび かんさつ

は、昆虫などの動物たちがどこで何をしているか、どのような生活をしているかがテーマでした。

その１として、トンボの仲間を紹 介しましょう。
な か ま しょうかい

１．ノシメトンボ（トンボ科 アカネ属）
か ぞく

この日、一番多く見られたのがこのノシメトン

ボでした。翅の端の黒っぽい模様が特 徴で、秋に
はね はし も よ う とくちょう

は体全体がやや赤っぽくなりますが、いまは黄色

が目だちます。平地から低山の、水生植物が生い茂
すいせいしょくぶつ お しげ

る浅めの開けた池や田んぼなどに多く見られるよ
あさ

うで、牛久自然観察の森でもたくさん群れている
む

のを最近見かけました。

２．コシアキトンボ（トンボ科 コシアキトンボ属）

次に多かったのが、これ。黒

い腹部の前方に黄白色の帯があ
ふ く ぶ

り、そこだけ空いているように
あ

見えるので「腰空きとんぼ」と

名づけられたようです。右がメ

スですが、オスと比べて見かけ

るのは少ないように思います。もともとメスが少ないのでしょうか？ 左はオスで、けん制しあって
せい

ホバリングし、このあと片方が追い払われました。このような縄張り 争 いがよく観察されます。
かたほう お はら な わ ば あらそ

３．シオカラトンボ（トンボ科 シオカラトンボ属）

そして三番目は、おなじみのシオカラトンボでし

た。メスは左の写真のように黄色いので「麦わらト
しゃしん

ンボ」の別名もありますが、まるで別の種類のよう

にも見えますね。トンボにはこのように、オスとメ

スで模様や色の違う例が多いので、注意が必要です。
ちが

シオカラトンボは、山里から街中まで、ため池や田

んぼ、湿地などいろいろなところで見かけます。幅

広くいろいろな環境に適応できるのでしょうか。
てきおう
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４．コフキトンボ（トンボ科 コフキトンボ属）

ここからは、あまり多くは見かけなかったトンボです。

このコフキトンボも初めは小さめのシオカラトンボ？と思ってしまいましたが、よく見ると胸部の
きょうぶ

模様が違います。また図鑑によると、翅を立て
はね

てとまるのも特徴の一つなのだそうです。左が

メス、右がオスで、どちらも成 熟すると腹部や
せいじゅく

胸部が白粉に包まれてくるので「粉吹きとんぼ」

と名づけられまし

た。写真のトンボも

分かりにくいかもし

れませんが、少し粉

を吹いています。

５．ナツアカネ（トンボ科 アカネ属）

こちらはノシメトンボと並んでとまっていることも

多いので、見落としてしまうこともありますが、翅の

先の模様も胸部の模様も違います。いまは黄色っぽく

見えますが、秋になると赤く色づいてきます。特にオ

スは複眼も含め全身まっ赤に、「赤トンボ」の名にふ
ふくがん

さわしくなります。秋になったら、また紹 介しまし
しょうかい

ょう。忘れてたら、言って下さいね。

６．ショウジョウトンボ（トンボ科 ショウジョウトンボ属）

この時期にまっ赤な体をしているのは、ショウジ
じ き

ョウトンボのオスです。この日はオスのみ一度だけ

見られ、その後は 現 れませんでした。写真に撮れな
あらわ と

かったので、左は昨年７/９に牛久二中で写したもの

です。メスは全身黄色っぽい体で、他のトンボとよ

く間違えられます。

７．ウチワヤンマ（サナエトンボ科 ウチワヤンマ属）

このトンボの特徴なのか、１週間前の下見の時も含め、

いつも決まった場所にとまっているようでした。腹部の

先端に下向きの突起があるので、他のトンボとまちがえ
と っ き

ることはありません。遠くてよく分かりませんでしたが、

図鑑によるとこの突起は、戦闘機の尾翼のように２枚開
ず か ん せんとうき び よ く

いているそうです。

その他、これも遠くてよく分かりま

せんでしたが、右のイトトンボの仲間が産卵しているシーンと、他のトンボを追
さんらん

い払うギンヤンマも見かけました。ほんの数時間でこれだけのトンボが見られた

というのは、この公園の環境がトンボにとって生活しやすく、多様性に富んでい
たようせい と

るということなのかもしれません。トンボだけでなく、継続して調査したら、も
けいぞく ちょうさ

っといろいろなことが分かってきそうな気がします。 【理科支援員 宮内】


